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おわりに
 は じ め に
　本稿は、近世山形城下に存在した妙圓山形
照寺宝光院について、その寺院経営を解明す
るものである。妙圓山形照寺宝光院（以下、
宝光院）とは、現在山形市八日町にある天台
宗寺院である。
　寺伝１によると、同院は天長３年（826）中
野（現・山形市大字中野）において、円仁が
山王権現・熊野権現・八王子権現とともに創
建したことに始まる。その後、慶長６年
（1601）に山形城主・最上義光の命で現在地
に移転し２、黒印地278石を与えられた。元和
８年（1622）に最上氏が改易されると、天海
の弟子・天英が東叡山寛永寺より宝光院へ入
院する。以後、寛永寺内の有力寺院の住職が
宝光院住持を兼務した。さらに慶安元年
（1648）に幕府の朱印状を得て寺領は朱印地
になったという。
　最上氏統治期の山形城下を描いた『最上家
在城諸家町割図』中には、「法光院」３の名がみ
え、近世初期から同所在地にその存在を確か
められる。同院は最上義光が「當城朱雀ノ方門
擁護トシテ」宝光院を山形城下に移転させた
と主張しており４、その主張から城下を守護せ
んとする自負が窺える。明治初年には寺領を
ほとんど収公されるものの、同14年に天台宗
務庁から十等六級大寺の寺格を与えられた５。
　この宝光院には、総数948件に上る「宝光
院文書」が伝世した６。その年代は近世後期
のものが大半を占め、内容は寺領経営に関わ
るものが多い。他に出羽国内外の宗門関係者
― 13 ―
山形大学歴史・地理・人類学論集，第12号，13－38，2011年
近世山形城下における宝光院の寺院経営
The Temple Management of Ho －ko －in in early Modern Yamagata Castle Town
田　中　大　輔
TANAKA Daisuke
キーワード：近世仏教、本末制度、法脈、寺院領主、頼母子講
Key words:  Buddhism in the early Modern Times, The Tendai Sect Hierarchy, The Buddhist 
Teacher-Pupil Relationship, A Temple Feudal Lord, A Mutual Financing Association
との交流を示す史料も豊富に含まれている。
　同院では、昭和56年に行われた本堂（客殿）
の解体修理に際し、その建築が考証されてい
る７。他に江戸初期の検地や境内の文化財に
ついて、『山形市史』等で断片的に考察されて
いるのみである８。
　宝光院を論じる前に、近世出羽国村山郡の
寺社研究を振り返ってみたい。近世初期にお
ける村山地方の寺社領は、元和８年（1622）
の最上氏改易後、多くの寺社が山形藩による
寺領安堵から、幕府の朱印状による安堵へと
転換していることが特徴的である９。
　近世村山地方の大寺に関する研究は、山形
県内の各自治体史に詳しい。『寒河江市史』で
は、2,800石余の朱印地を有した慈恩寺につい
て、その一山組織や寺領、学芸等が紹介され
ている10。山形城下にあって朱印地1,370石を
有した宝幢寺については、寺格向上に伴う出
費増大が財政の窮乏を招いたことが明らかに
されている11。この他に、立石寺が子院の地
方知行に起因する田畑の流失によって、一山
の統制に混乱をきたしたことが知られる12。
　これらの研究は、それぞれの寺社をやや個
別に捉えており、組織、年中行事、寺社領経
営などを網羅的に解明するものであった。そ
のため、中央寺院および法類寺院との、法脈
を媒介とした僧同士の関係までは十分に追究
されていない。
　近年では、松本和明氏が宝幢寺における寺
役人の職分・身分を論じている13。同氏は宝
幢寺における住持と寺役人との関係から、近
世寺院領主の統治機構の特質を見出した。す
なわち、住持が法脈の論理を用いて擬似的な
「住持家」を創出し、それに仕える門前の俗人
が武家の階層秩序によって編成され、安定的
かつ近世社会に即応した秩序が構築されたと
いうのである。
　では上記の特質があるとするなら、それが
寺社の経営にどのような影響を及ぼしたのだ
ろうか。住持の寺務に対する介入の度合い、
または他寺による経営参画の有無が、寺院内
の統治構造を変更させることもありうるので
はなかろうか。また寺院の経済状況の変化を
丹念に追うことで、統治の変遷も細密に把握
できるとおもわれる。
　そこで、これまで未研究であった宝光院の
経営分析を行うことで、天台寺院の統治機構
と経済活動とを、地域社会との関わりの中で
考えたい。さらに村山地方の天台寺院と寛永
寺との人的関係を、法類や法脈といった制度・
人脈から明らかにすることを試みていく。
第１章　宝光院の住持と本末関係
　第１節　住持次第
　近世宝光院の全体像を知るために、歴代住
持の動向をおさえておきたい。そこで表１の
「近世宝光院歴代住持表」をもとに、歴代住持
の特徴や入院の画期を概観しよう。
　まず、中興一世とされる天英以前の住職・
寺僧として確認できるのは、増圓14と寂存15の
２名である。続いて元和８年の最上氏改易後、
寛永寺より天英が宝光院へ入院した。天英の
初見は、寛永14年（1637）の寺領覚書である16。
弘化四年（1847）の縁起17によると、「天英法
印寛永十四丁丑年只今之地江寺院再建仕候」
とあり、寛永14年には既に天英が住持であっ
たとみられる。天英については「慈眼大師御
年譜」18に若干の記述がある。
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表１　近世宝光院歴代住持表
僧位等備考
※4解職・入寂の史料解職・入寂年月日入院・在職を確認できる史料入院・初見年月日住持名
歴代数
※1
不明不明不明「絹本刺繍文殊菩薩騎獅像」刺繍永禄６年（1563）増圓※2
不明不明不明宝285号「知行帳」※3元和９年（1623）寂存※2
権大僧都、福聚
院第二世
宝120・121・122号「覚書」「宝光
院代々」「當院代々」
寛文７年（1667）
12月７日入寂
「慈眼大師御年譜」
（『慈眼大師全集（上）』）
元和８年（1622）
入院か天英
（中興）
1
権大僧都宝120・121・122号「覚書」「宝光院代々」「當院代々」
貞享元年（1684）
６月５日入寂宝174号「覚書」
寛文７年（1667）
頃入院か天和２
年（1682）
英純2
大僧都、岩波村
石行寺兼帯か東
叡大慈院住當院
兼
宝795号「宝光院住職願継目御礼諸
用備忘録」宝120・121・122号「覚
書」「宝光院代々」「當院代々」
元禄11年（1698）
転住、以降兼帯
享保10年（1725）
７月４日入寂
宝268号「寺領覚控」
貞享元年（1684）
入院
元禄元年（1688）
12月５日
慶海3
大僧都、根津昌
泉院住當院兼
宝120・121・122号「覚書」「宝光
院代々」「當院代々」不明宝286号「宝光院知行反納目録帳」
享保７年（1722）
初見恵山4
東叡養寿院隠居
後兼帯宝120・121号「覚書」「宝光院代々」
享保９年（1724）
３月28日寂不明恵明5
大僧都、浅草東
光院より転住
宝120・121・122号「覚書」「宝光
院代々」「當院代々」不明宝169号「當院本末記」
享保14年（1729）
６月恵道6
権大僧都宝120・121・122号「覚書」「宝光院代々」「當院代々」
宝暦11年（1762）
11月４日入寂宝177号「覚書」
寛保元年（1741）
５月移転優辨7
権大僧都宝120・121・122号「覚書」「宝光院代々」「當院代々」
安永３年（1774）
５月14日入寂宝48号「智鷂木蘭色衣着用許可状」
宝暦11年（1761）
４月智鷂8
権大僧都宝120・121・122号「覚書」「宝光院代々」「當院代々」
寛政４年（1792）
閏２月５日入寂宝44号「義俊木蘭色衣着用許可状」
安永３年（1774）
８月16日
義俊
（法詮房）9
大僧都宝120・121・122号「覚書」「宝光院代々」「當院代々」
寛政８年（1796）
８月15日入寂
宝866号
「義俊自没後覚仙住職頼書など」
寛政４年（1792）
入院覚仙10
権大僧都宝120・121・122号「覚書」「宝光院代々」「當院代々」
文化13年（1816）
12月24日入寂宝40号「隆田木蘭色衣着用許可状」
寛政８年（1796）
８月
隆田
（淨光房）11
後に情田と改名宝872号「宝光院住職願継目御礼諸用備忘録」
文政９年（1826）
４月、東叡山へ
移転
宝38号「宝光院住持職補任状」文化14年（1817）３月補任
恵田
（蓮妙房）12
宝872号「宝光院住職願継目御礼諸
用備忘録」
天保７年（1835）
７月隠居ヵ宝724号「俊田入院御廻勤行列書」
文政９年（1826）
５月入院俊田13
比叡山僧綱職宝872号「宝光院住職願継目御礼諸用備忘録」
天保９年（1838）
７月朔日入寂
宝162号
「文田代修理造営新調之具書留」
天保６年（1835）
閏７月18日入院文田14
無住期間（天保９年-弘化２年）、法類衆による管理　　　宝355号「書状」、宝872号「宝光院住職願継目御礼諸用備忘録」
傳燈大法師位宝872号「宝光院住職願継目御礼諸用備忘録」
安政４年（1857）
７月28日立石寺
へ転住
宝872号
「宝光院住職願継目御礼諸用備忘
録」
弘化２年（1845）
５月
優田
（高禅房）15
傳燈大法師位宝347号「宝光院境内上地区別取調書および開墾畑杉植付確証之写」
明治８年（1875）
10月27日※5宝725号「興田入院廻勤帳」
安政４年（1857）
９月15日
興田
（妙詮房）16
宝346号
「倒木による社祠堂宇修築許可状」
明治35年（1902）
12月２日※5
宝347号「宝光院境内上地区別取調
書および開墾畑杉植付確証之写」
明治11年（1878）
４月清原斎田17
注記）近世における宝光院の歴代住持を中心に表を作成した。特に断らない限り、宝光院文書を典拠としている。大正期には清原英田が住職となるが、この表に
は加えない。
※１）歴代数は暫定的順序である。恵明は「覚書」「宝光院代々」以外の史料に見えない。
※２）増圓・寂存の両寺僧は、住持と断定していない。
※３）出典文書のうち、宝光院文書に整理番号を付した。
※４）僧位等備考の欄は、10代義俊まで宝103号「覚書」「宝光院代々」「當院代々」に拠った。
※５）住持として興田・斎田の名がみえる、最後の文書を挙げた。
【史料１】「慈眼大師御年譜」元和８年条、福
聚院天英譜（返り点は筆者加筆、以下同じ）
元和八年命主二山形寶光院一、而在二當山一、
大師命レ修二求聞持法一、乃於二求」聞持堂一結
壇修行二偏感得二好相一、
　史料１から、天英は元和８年に宝光院の住
持となったが、天英自身は寛永寺の求聞持堂
において修行していたことがわかる。かたや
元和９年の「知行帳」19には、「寂存法印」と
いう名がみえ、元和８年当時の住持が寂存で
あった可能性も否定できない。もう一つ、天
英入院に関わる記事を挙げよう。
【史料２】「東叡山日記」寛永８年（1631）条20
福聚院第二世権大僧都天英、姓茂木、常州
行方縣人、年十三、開山大師為二剃染一為二」
弟子一、俾侍二左右一、二十五歳命主二山形寶
光院一、而在二當山一大師命レ修二求聞持法一、乃
於二求聞」持堂一結壇修行、二 感得二好相一、
　史料２によれば、天英が25歳の時に宝光院
へ入院し、天英自身は寛永８年に寛永寺の求
聞持堂で修行していたことになり、寛永８年
には天英がすでに住持に就任したように読み
取れる。天英の正確な入院時期を特定するこ
とはできないが、史料２から天英は寛永８年
（1631）までに宝光院へ入院したと推定され
る。その後、寛永14年に至って堂社が整備さ
れたのであろう。
　史料１・２から考えるに、天英は宝光院住
持に補任された後も、専ら寛永寺内に居住し
ていたとみるのが妥当である。宝150号「當
徧
院本末之記」は、天英が寛永寺福聚院21住職
として、寛永年中から入寂する寛文７年
（1667）まで宝光院を兼帯したと記す。
　天英以後の住持たちを概観すると、英純か
ら恵道までは必ずしも現住せず、実際には寛
永寺等の有力な天台寺院にいて、宝光院を兼
帯することが多かった。天英の後は、直弟子
の英純が宝光院に現住した。英純は「当地所
生」すなわち山形出身と推測される22。
　次の住持・慶海（在職1688ヵ―1698）の代
には、英純の弟子である岩波村石行寺（現・
山形市岩波）の住持、および英純俗縁の者が
「宝光院留主居」として寺務を代行した23。慶
海は英純の弟子で、貞享元年（1684）から元
禄11年まで現住したが、以後は東叡山内の住
持を歴任しつつ宝光院を兼帯し続けた24。
　次代の恵山も根津昌泉院にいて宝光院住持
職を兼帯している。さらに次代の恵道は、浅草
寺内の東光院から転住してきたとされるが25、
次の優辨代における堂舎の修築とあわせて考
えると、すでに老朽化が進んでいた宝光院へ
実際に下向していたのか疑わしい。
　ただし、恵山・恵道が住持であった享保年
中より、宝光院における寺務や朱印地の管理
体制が変化していることに注意を喚起してお
きたい。恵山や恵道が院内の組織改変に関与
したか否かは、史料が乏しく判然としない。
ただ、この時期に収納米の配当および寺務や
朱印地の管理が変容することが確かめられる。
　恵道までの住持は兼帯住職が多かったが、
一転して優辨以降は、宝光院に現住して寺務
にあたり、維新期までこの状況は継続された。
なかでも優辨は、宝光院の堂宇修築を推進し、
住持が現住して寺務を執行するための基盤を
つくった人物といえる。
― 16 ―
　宝214号「宝篋印塔落成供養并諸建營略筆
記」には、優辨の来歴が詳細に記されている。
優辨は元禄11年（1698）に山形城下檜物町佐
藤氏の下に生まれ、宝永５年（1708）11歳で
山形城下の鳥海月山両所宮の社僧・内御堂の
秀辨に弟子入りした。
　その後、享保２年（1717）20歳で常州月山
檀林、さらに東叡山学校へ進み、享保15年
（1730）33歳にして秀辨の後を継ぐ。そして
寛保元年（1741）７月、44歳で宝光院へ転住
した。優辨は転住することなく宝暦11年
（1761）64歳で入寂している。
　優辨が住持に就任した際、宝光院は「当院ハ
従二前年一兼帯或ヒハ偶々有レトモ現住年久ク不レ加二
修理ヲ一」という状況であり、庫裏は居住でき
ないほど破壊が進み、什器等も多く損耗して
いた。優辨は在任中に堂宇や什器の修繕を行
い、施設の充実を図っている。このように恵
山から優辨までの期間に、寺院運営上の大き
な転換を確認できる。
　もう一つ注目すべきは義俊以降の法脈であ
る。弘化２年（1845）の宝795号「宝光院住
職継目御礼諸用備忘録」において、住持・文
田は「先住義俊以来拙僧（文田）迄六代之間」、
寛永寺観成院の開基・大僧都賢空の法脈であ
ると主張した。この賢空の法脈は、隆田など文
田以前の住持も願上状の中で強調している26。
宝光院では住持選定に際し、あくまでも寛永
寺からの法脈に執着したのである。
　さて江戸後期の宝光院住持のうち、特筆す
べきは隆田（在職1796―1816）の活動である。
隆田は賢空の法脈に連なり、東叡山学校の伴
頭を勤めた人物であった27。隆田には山形を
中心として各所に弟子がおり、隆田は山形地
方の天台教団において主要な人物であったと
いえよう。隆田の後は、「田」の通字が示すよ
うに、隆田の法脈が住持に就任していく。
　ここまで宝光院の住持について、世代を
追って特徴やその変遷、入院の画期を概観し
た。その成果として、①最上氏改易後の寛永
８年頃から寛保元年の優辨入院までは、他寺
（特に寛永寺内）の住持が宝光院を兼帯するこ
とが多く、在地の寺僧・縁者による寺院運営
が中心であったこと、②優辨入院以降は、住
持が宝光院に土着して寺務を指揮し、住持が
宝光院とその地域社会に対して、より緊密な
関係を結ぶようになること、③義俊以降の住
持は、自身が寛永寺子院に繋がる法脈である
ことを主張し、寛永寺との人的関係を重視し
続けていた、ということを示しておきたい。
　第２節では、まず宝光院の本末関係とその
問題点をあげる。さらに住持の活動を通して
宝光院と近隣の天台寺院との関わりを論じる。
　第２節　本末・法類関係
　近世における宝光院の本末関係、および支
配体制を整理すると図１のように表せる。近
世の宝光院では、天英入院以降一貫して寛永
寺直末であると主張するようになった。
　その一方、史料は乏しいものの、中世にお
ける宝光院の本末関係を知る手がかりとして
宝150号「當院本末之記」が挙げられる。こ
の記録によれば、宝光院の本寺は天英の入院
以前から延享３年（1746）まで、公的には東
睿山千妙寺であったとみられる。「當院本末之
記」には、常州黒子千妙寺との本末帰属問題
について、当時宝光院住持であった恵道によ
る詳細な記録が綴られている。その要旨は概
ね以下のとおりである。
　享保12年（1727）二月、常陸国西河内郡の
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千妙寺より、末寺改の回章が宝光院に届く。
しかし、宝光院では天英の代から寛永寺直末
と主張しており、千妙寺末ではないと回答し
た。本山寛永寺では記録類焼のため判断でき
ず、双方に事実関係を調べさせた。
　調査の過程で、第一に回章の千妙寺末寺帳
は明暦２年（1656）までに作成されたもので
あること、第二に宝光院が直末であることを
証明する東叡山主輪王寺宮の令旨がないこと
などが判明した。こうした理由から、宝光院
は天英入院まで千妙寺の末寺であった可能性
が出てきた。
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図１　宝光院本末構造模式
圓了坊→浄信院 (1743 年改称)
三教(境)坊→安住院 (1743 年改称)
六供衆 (華光院、成就坊、一乗坊、17Ｃまで)
宝光院
(出羽国山形城下八日町)
末寺：千福寺
(出羽国雄勝郡院内村)
本寺(近世)：
東叡山寛永寺
(江戸上野)
旧本寺(中世)：
東睿山千妙寺
(常陸国黒子郷)
結城、原田、神尾
寺役人
山王社等
立石寺
柏山寺
石行寺
如法堂
護摩堂
内御堂
法類寺院
(山形城下周辺)
九郎兵衛家
平十郎家
宝光院領(朱印地278石)
寺領支配人
漆山村(20石) 七浦村(10石)
酢洗村(12石)
内表村(15石)
稲荷塚(17石)
陣場村(3 石) 長町村(20石)
椹沢村(40石)
中野村・船町村
(141 石)
【史料３】宝169号「當院本末之記」抜粋
享保14年（1729）６月
　（前略）
右之書上宗門帳取戻し
申候、其節千妙寺ニハ隠居
御免ニて代替りニ候間、何之沙汰も
無之、此方よりも勿論沙汰
此方宗門帳之儀ハ難儀事ニ候
間、古来之通御直末と致置候、
別而向後御詮議有之
事にも無之候間、其通ニ指
置申候、依而当院本山之儀ハ
当院ニてハ御直末東叡山並ニ
黒子ニてハ千妙寺末ニ存兼
申候覚
享保十四年酉ノ六月
　　　　　寶光院当住
　　　　　　　　恵道
　史料３によると当住の恵道は、宝光院の本
寺について宝光院では東叡山直末とし、寛永
寺・千妙寺側では千妙寺末とすることで決着
したとしている。その後、優辨が延享３年
（1746）に寛永寺末寺の令旨を得て、正式に
東叡山寛永寺直末となった28。
　千妙寺は、中世に青蓮院を本寺とし、関東に
おける台密三昧流の道場として強大な権勢を
誇った寺院であった。千妙寺は末寺を関東・奥
羽に多数有していたが、近世初頭の寛永寺の台
頭により、その末寺として編入されていく29。
　宝光院では、中世までの本末関係が整理さ
れないまま天英の入院を迎え、その結果、宝
光院側が一方的に寛永寺直末と主張するよう
になったのではなかろうか。宝光院における
千妙寺との本末問題は、千妙寺を中心とする
中世的な本末体制が、寛永寺による幕府権力
を背景とした新しい寺社統制への転換を示す
事件であったといえよう。
　ここまで本寺の問題を取り上げてきたが、
次に宝光院の末寺・子坊について述べたい。
宝光院の末寺は、出羽国雄勝郡の千福寺のみ
である。先に挙げた千妙寺末寺帳の記載から、
明暦２年以前から宝光院の末寺であったと思
われる。
　宝光院内部に目を転ずると、六供衆は山王
権現等に供奉し、実質的に別当を務めていた
と考えられる。千妙寺末寺帳には六供として
華光院、成就坊、一乗坊が挙げられているも
のの、宝光院文書の中にそれを裏付けるもの
はない。さらに、千妙寺末寺帳には円了坊・
三教坊が子院として記載されていない点にも
注意しておきたい。17世紀まで六供衆は、円
了坊と共に寺社領管理にも参画していた30。
ところが延宝年間以降、具体的な活動はみら
れず、その機能はしだいに寺役人や寺社領支
配人が担っていったと思われる。
　今度は、宝光院と互助関係にあった周辺の
寺社、いわゆる法類寺院に対する宝光院住持
の活動をみてみよう。第１節ですでに指摘し
た通り、近世初期、慶海代の宝光院において、
石行寺が宝光院の現地支配に深く関与してい
た。石行寺は、宝光院門前の家屋敷の取引決
裁、および年貢米の監査を行っている31。こ
の時の住持は英純の直弟であり、慶海と同門
であった。宝光院・石行寺間の法類関係は、住
持同士の共通する法脈によって成立していた。
　次に優辨の活動について触れたい。優辨が
宝光院住持であった寛延３年（1750）に、山
形における天台宗の触頭であった立石寺にお
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いて、立石寺学頭・宣雄が一山中から殺害さ
れる事件が発生した。この事件は、立石寺朱
印地の収納米配分に起因している。
　立石寺朱印地は元来、地方知行の形式を
取っていたが、各坊が独自に知行地を質入れ、
あるいは空坊化したことにより、寺領が流失
していった。宣雄は朱印地の収納強化と質流
れ地の回復を図るため、学頭が寺領の収納米
を一括して管理しようと画策する。宣雄の改
革に対し一山は紛糾し、学頭宣雄が殺害され
るに至った。事件は漆山代官所を通じ幕府に
よって処理された32。
　この事件に際し優辨は、同じ天台宗である
宝光院・白雲寺・如法堂・護摩堂・内御堂33
の５カ寺へ「御奉書を以立石寺一山御預ヶ」
となり、寛延３年から宝暦２年（1752）まで
の３年間出精して、立石寺一山が太平になっ
たとしている34。この５カ寺による立石寺の
経営に対する介入は、立石寺側の史料からも
確認できる。
【史料４】「立石寺元払勘定出入仕訳帳」35
寛延３年ヵ
　立石寺本坊領出入勘定帳
　高三百四拾七石八斗壱升五合五勺
一、
米三百弐拾八俵六升二合弐勺　田方
　　銭三拾八貫九百拾文弐分　　畑方
　高百弐拾石
一、銭四拾八貫文　　　　　　　護摩料
取合　米三百弐拾八俵六升弐合弐勺　
　　　銭八拾六貫九百拾文弐分
（中略、祭礼料・給米・役料などの定払）
都合
米百拾八俵弐斗七合弐勺
　　銭七拾壱貫壱百四拾四文弐分　
本坊入
　　　　内
　　　米銭十二ヶ月割
五ヶ月分
　米四拾九俵壱斗三升六合三勺
五ヶ月分　　　　　　　　　　唯識院収納
　銭弐拾九貫六百四拾三文四分
七ヶ月分
　米六拾九俵七升八勺
七ヶ月分　　　　　　　　　　立石寺収納
　銭四拾壱貫五百文七分
（中略）
　　　　　　　　　　　　　　病気無判
　　　　　　　　　　　　　　　新白雲寺
　　　　　　　　　　　　　　　内御堂㊞
午十二月　　　　　　　　　　　護摩堂㊞
　　　　　　　　　　　　　　　如法堂㊞
　　　　　　　　　　　　　　　宝光院㊞
覚王院法印様
信解院法印様
　史料４によると、上記５カ寺が連印して、
立石寺領の収納配分および支出状況を寛永寺
執當の覚王院・信解院両名へ提出している。
５カ寺は立石寺直轄である本坊領のほか、諸
祈祷料、修理料、空坊化した子院の収納米に
ついて集計、監査している。空坊化した子院
の収納米は現存の子院へ、立石寺直轄領の収
納は唯識院宣雄と立石寺蔵入とに分割された。
立石寺における空坊化や収納の実態について
は、寛延２年に宣雄が寛永寺執当へ報告して
いる。史料４は宣雄の殺害後、彼の調査をも
とに宝光院以下５カ寺が執当へ追加報告した
のであろう。
　この立石寺の事例が示す通り、寺領整理・
― 20 ―
制度改革にあたって、対象となる寺院の経営
は周辺の法類寺院の支援、そして本山の裁可
に大きく依存していたのである。優辨のこの
活動は、一寺院の経営や統治を周辺寺院が集
団で支援する実態を伝えており興味深い。
　最後に、宝光院を中心とした僧集団の広が
りを考えるために、隆田の師弟関係を取り上
げておこう。隆田の住持在任中における弟子
の一覧を挙げておく。
【史料５】宝414号「覚など」
（括弧内は筆者加筆、以下同じ）
　隆田所化以来 利 度弟子列名
（ママ）
　信州善光寺　　兵部隆去
　上総義木村　　□□隆運
　　　　　　　　左中将隆頼
　　　　　　　　右三人共早世
　米沢産　　　　本智坊文田
　宝光院□領役　
　　羽州産　　　蓮成房蓮田
　　　　　　　　蓮妙房恵田
　　　　　　　　浄琳房亮田
　　　　　　　　照明房実田
　　　　　　　　　　　　死亡
　　　　　　　　錫光坊雄田
　　米沢　　　　一円房隆順
　　　　　　　　　　　　死亡
　　　　　　　　左弁照海
　　上野産　　　敬順房隆憲
　　羽州産　　　恵□房了田
　　　　　　　　唯乗房亮隆
　　　　　　　　大弐瓊海
　存没〆拾五人
　 文化七年 三月
（1810）
　史料５は隆田の晩年の記録で、文化７年
（1810）に弟子達を書き上げた覚書である。
この覚書によると、出羽国の他に上野、上総、
信州善光寺など、他国出身の弟子もいたこと
がわかる。他にも平泉寺（現・山形市平清水）36、
来吽院（鈴立山若松寺、現・天童市）など、
山形城下近郊にも弟子を抱えていた。弟子の
中には後に宝光院の住持となる蓮妙房恵田、
本智房文田がいる。
　隆田は宝光院入院以前に東叡山学校の伴頭
を勤めている。伴頭とは、東叡山学校の学寮
を支配する役をさす。定員は３名で、就任か
ら一定の年数を経ると、田舎本寺の住持に転
任する。檀林寺住持職は、伴頭を経験した田
舎本寺の住持から選任される37。
　隆田は、両所宮（現・山形市宮町）護摩堂
の金子借用証文について、「御一宗惣代」とし
て奥判を加え、地方教団の代表者的役割を
担っていたとみられる38。天台教団内におい
て教導的立場にある隆田が住持に指名された
ことで、宝光院自体が山形地方の天台寺院の
中でも中心的な存在として位置づけられたの
ではなかろうか。
　隆田の入寂後、来吽院は隆田の法孫衆から
総額金50両を借りうけ、東叡山学校の「資縁
金」として寛永寺本坊へ納入し、借金は年賦
で「御一宗之内御指図之方」へ返済を約束し
ている39。隆田の法脈を媒介とした僧団関係
が、隆田隠居後も当地において影響力を保っ
ていたのである。
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　以上、各住持の活動を通して法類関係をみ
てきた。特に慶海・優辨の事例から、山形地
方の天台宗寺院は、住持不在や寺院の経営問
題が生じた際、周辺の法類寺院が連携して寺
領経営に介入し、問題解決を図っていたとい
う実態を見出せる。また隆田のような教団内
で指導的立場にある僧が、自らの師弟関係を
梃子に一地域の寺院群を主導していく姿も読
み取れる。
第２章　宝光院領の経営実態
　　　　　―中野村を中心に―
　第１節　寺社領支配の確立
　宝光院領の支配体制を論ずる前に、まず宝
光院領の概要についてふれておこう。朱印高
278石の宝光院領は、図２に示す通り山形城
下北西部に散在していた。
　この散在状況は、宝光院が山形城下へ移転
する慶長６年以前から、最上義光の黒印状に
よって従来の所領を安堵、あるいは加増され
たからであろう。特に中野村には過半数の所
領が集中し、収入の大きな基盤であった。ま
た宝246号「中野村田畑絵図」、宝247号「中
野村周辺絵図」など、中野村の寺社領耕作地
を記した史料も多い。そのため本章では、宝
光院における寺領の現地支配に関して、中野
村および隣村の船町村を中心に検討する。
　中野村は寛永13年（1636）の保科氏領地目
録によると、村高5,554石余の大村であった。
中野村は江戸中期から幕領や山形藩、他藩の
預地などに細分化され、山形城下の常念寺、
柏山寺、宝幢寺などの寺社領も入り組んだ村
落であった41。
　宝光院領の耕作地は中野村の村落を囲むよ
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宝光院
図２　宝光院寺領分布図40
うに点在している42。とりわけ、宝光院が別
当を務めた山王社・八王司社を基点として、
村落北部を中心に多くの耕地を所有している。
耕作地の所在は、中野村および船町村の河川、
街道、寺社や家屋などとともに詳細に把握さ
れていた43。
　さて宝光院領の支配体制はいかにして成立
したのだろうか。慶安元年（1648）朱印状以
前の宝光院領について、最上氏統治期の「最
上家中分限帳」44には「法光院六供共ニ」240
石とある。また鳥居氏（山形在城1622―1636）
支配下にあった元和９年の宝252号「知行帳」
には、278石と書き上げられている。一方で天
英の書状45にみられる寺領は294石９斗６升
とあり、江戸初期の寺領高は一定していない。
　宝光院領は鳥居氏による元和９年の検地、
それに続く保科氏の寛永検地（1638―39）に
よって、ひとまず近世的な石高制に組み込ま
れた。近世の村山地方における最初の検地は、
最上氏による慶長検地（1608―1611）である。
その内容は、従来の刈高を石高になおしたこ
となどを除けば、近世的性格が全くみられな
い指出検地であったと指摘されている46。
　この慶長検地の後、鳥居氏の元和検地をう
けて作成されたのが、宝205号「戌年縄打御検
見帳」と宝252号「知行帳」である。「戌年縄打
御検見帳」は、寛永３年に鳥居氏の公文所に対
し訴訟を起こした際に書写されたもので、記
載されている検地は元和９年の検地のもので
ある。ここでその記載内容を次に例示しておく。
【史料６】宝205号「戌年縄打御検見帳」
うきや□□□
　三十仁間　大豆三石仁斗五升場　七浦分
九　　　　上畑　四反弐セ廿歩　　将監作
　　四十　間　　　　取壱石七斗七合
　この検見帳では、基本情報として上から田
畑枚数、字名、縦・横間数、反歩数、名請人
が記入されている。さらに全体の収穫量と取
米を傍書している。史料６の例では、「大豆三
石仁斗五升場」とのみ全体の収穫量をあらわ
している。他方、同帳の別の記載では「百五
十刈ニ三俵ノ場」としており、刈高を基準にし
た算定であったようだ。刈高や豆年貢を表記
しているのは『山形市史』が指摘している通
り47、最上氏時代の貢租の慣習を参考として
いるからであろう。これらの表記は、元和検
地を実施した他の鳥居領内の検地帳と同様で
ある48。
　さらに、「知行帳」の記載例を挙げよう。
【史料７】宝252号「知行帳」
　　　漆山村
一、高弐拾石よ　　本物成拾五俵　　美濃
　　　　　　　　　　　　此内三俵出
　　　　　　　　　　　　合拾八俵也
　史料７は宝光院領各村の草高に対し、物成
の収量や永高・豆年貢と名請人を記している。
鳥居氏は元和検地の後、村々へ貢納令書であ
る「定納之事」を交付した。その中で斗代取
米 法 を 採 用 し、物 成 率 を４ツ２分５厘
（42.5％）とした。
　斗代取米法とは、村ごとに田畑の位付に応
じた斗代（一反に対する年貢率）を定め、そ
の取米決定する反取り法のことである49。一
般的な石盛によって田畑・屋敷の収穫高を把
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握し、その収穫高から年貢米を算定する方法
とは異なっていた。後に幕領となった地域で
は寛文・延宝検地（1671―1675）の際、斗代
取米法から石盛法に直した。
　その結果、村々では鳥居氏の頃から高い斗
代を課されていたため、異常に高い石盛とな
り、上田の斗代が１石２斗７升の所では、石
盛が３石２斗になる所もあった50。また鳥居
氏は、村高に対し４ツ２分５厘の物成率を課
した。『山形県史』『山形市史』などでは、元
和検地によって算定された村高は実態を反映
した石高ではないとし、村高は取米の総額が
村高の４ツ２分５厘になるように逆算して算
定されたと理解されている。このような石高
の操作は、鳥居氏が名目24万石で入部したも
のの、実際は20万石ほどだったため、高率な
斗代にして財源を強化したのが原因とされて
いる51。
　鳥居氏に続いて寛永13年（1636）に、保科
正之が山形へ20万石で入部した。保科氏は斗
代取米法を継承して寛永検地（1638―1639）
を実施し、寛永16年（1639）に各村へ「定納
一紙」を交付した。その中で物成率を３ツ９
分３厘（39.3％）に引き下げ、若干貢租負担
が緩和された。
　寛永検地は宝光院領も対象となり52、物成
率は３ツ９分３厘に設定された。この物成率
は寛文元年（1661）の田畑反歩帳53でも用い
られ、文政７年（1824）の水帳54でも貢租の
基準となっている。さらに、明治４年（1871）
の水帳55でも、表高278石に対して取米が109
石２斗５升７合とあり、物成率を３ツ９分３
厘としている。宝光院領では、他の山形藩領
と同様に56保科氏の物成率が幕末維新期まで
基準になっていたのである。
　ただしこの物成率は、現実の石高を反映し
ていない斗代取米法で算出したものであり、
一般の貢租に比べ高率であったことに留意せ
ねばならない。つまり宝光院領では、はじめ
に各田畑に斗代を課し、取米として109石２
斗５升７合が設定された。それが全体の
39.3％となるよう、宝光院領を総高278石に
設定したと考えられるのである。
　一方で江戸初期の検地帳にみえる田畑の所
在は、江戸後期の田畑絵図や天保３年（1832）
の宝209号「田畑名寄帳」にある字名とほぼ
一致し、宝光院領が耕作地を変えず、江戸期
を通じて伝えられていることが分かる。
　この宝光院領を安堵した朱印状は、３代将
軍徳川家光から14代家茂まで10通発給され
た57。初発の家光朱印状は慶安元年（1648）
に発給された。これは従来最上氏の黒印状に
よって寺領を安堵されていた山形周辺の寺社
が、宝幢寺住持・宥俊を中心に、山形城主・
松平直基（在城1644―1648）を介して幕府へ
朱印状交付を請願し、慶安元年に一斉に各寺
社へ与えられたためである58。なお、慶安元・
二年は全国規模で寺社宛朱印状が発給されて
おり、この時期を近世寺社領の成立期とみな
す説もある59。近世宝光院領の成立は、この
全国的な寺社領安堵の潮流の中に位置づけら
れる。これ以後、朱印状によって安堵された朱
印地278石とその所在地は変更されなかった。
　以上のことから近世の宝光院領は、はじめ
に慶長検地、続いて元和・寛永検地を受けて
段階的に石高および貢租が整備され、慶安元
年の朱印状交付をもって基本的な寺社領支配
が公認されたといえる。
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　第２節　寺社領管理の変遷
　本節では、まず宝光院内部における寺社領管
理の変遷を解明する。宝光院内部において、近
世初期に寺領・寺務を差配したのは、圓了坊・
三教坊という二つの塔頭と、六供衆であった。
　主に寺社領を管理していたのは圓了坊で、
元禄７年（1694）の宝133号「寺領之事」に
は、差出人として「鑑司圓了坊」とある。圓
了坊は宗旨手形の発給や家屋敷売買60にも関
与しており、俗事も含めて在地の全般的な寺
務運営を行っていたとみられる。
　このような役僧による寺領運営は、やがて
神尾・結城・原田の三家による寺役人の寺社
領運営へと移行していく。寛保２年（1742）
の宝739号「扣作申証文之事」では、宛先人
として「宝光院御役人神尾清三郎・結城半次
郎」とあり、寺役人を初めて確認できる。宝
暦４年（1760）宝671－３号「御田地預り申
証文之事」から原田助左衛門の名もみられる
ようになる。
　既に、享保７年（1722）の宝253号「宝光
院知行反納目録帳」では、結城・原田・神尾
とみられる「門前三役人」が給米を受けてい
る。慶海の転住する18世紀初頭を画期として、
役僧から寺役人による寺務支配へ転換したと
考えられる。
　彼ら寺役人の業務内容は、宝光院領の耕作
地と小作人の把握61や、年貢米の徴収・管理等、
寺社領運営に関することが主体であった。文
政８年（1825）の宝629号「支配人江相渡候
書付」では、「宝光院役人」から中野村・船町
村の寺社領支配人に対し、耕作地の場所と数、
および小作人について取り調べるよう命じた。
そこで不正などがあった場合は、「寺法の通」
田畑を取り上げると通達している。神尾ら「宝
光院役人」が、寺社領内で小規模な検断権を
有し、宝光院領を管理した。その他にも、「門
前者」として境内付近の夜廻りや掃除といっ
た雑事62から、住持が入院した際に行われる
廻勤行列63に参列する等、寺役人の仕事は多
岐にわたっていた。
　こうして神尾・結城・原田の三家が宝光院
側の寺社領管理・寺務を担うようになり、寺
社領管理者としての圓了坊の名は一切見られ
なくなる。18世紀初頭、圓了坊・三教坊の二
坊は空坊となり、寛保３年（1743）に圓了坊
は淨信院、三教坊は安住院へと改められ、住
持の弟子達が居住するようになった64。宝光
院の住持は天英入院以降から恵道まで、ほと
んど宝光院に居住しない兼帯住職が多かった。
そのため住持・寺僧の寺領に対する知識もし
だいに低下し、寺領経営および在地の寺務に
ついては寺役人を置き、寺務の分業化を図っ
たと推測される。
　次に村方での寺領支配とその役割について
考察を加えたい。宝光院領では寺領のある各
村に、寺社領支配人と呼ぶべき支配役が置か
れた。寺社領支配人は、延宝７年（1679）に
「御寺預所支配人舟町村井儀左衛門」の署名が
あり65、これ以前から設置されていたと考え
られる。この後、船町村において寺領耕作地
の多くを支配したのは、九郎兵衛家である。
九郎兵衛家は宝762号「申渡一札之事」によ
ると、「元禄年中より代々支配人」を務める家
であった。
　九郎兵衛以外にも、中野村支配人として平
十郎の名が寛政12年（1800）以降から現れる66。
宝57号「船町村・中野村申達状」には元文４
年（1739）から支配人名が列記され、平重
（十）郎で５代目を数えている。
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　こうした記述から、船町・中野村両村とも
に、江戸初中期から寺社領支配人による宝光
院領の耕作地支配が整備されていたと思われ
る。寛延２年（1749）おいて、彼ら寺社領支
配人は、宝光院領141石の中野村で新井田村
長十郎家が46石８斗４升５合の所、舟町九郎
兵衛家が94石１斗５升５合の所をそれぞれ
支配している67。後の天保３年（1832）には
中野・船町村において、平十郎家が２町１反
１畝１歩、取米18石４斗８升７合１勺を、九
郎兵衛家は６町１反７畝21歩、取米46石３斗
２升５合余の耕地を支配した68。各村の年貢
は、寺社領支配人が請人となり、各田畑の名
請人や小作人が「宝光院納所」へ納入する形
式をとっている69。
 さらに宝光院が別当を努めた中野村の山王
社について、平十郎と九郎兵衛が「山王宮見
廻役」と記載されている70。寺社領支配人は、
単に宝光院の田畑管理・年貢徴収のみならず、
社地の管理も請け負っていたのである。
　ところで幡鎌一弘氏は、近世寺院組織が中
世的寺内構造を温存しつつも宗教的強制力を
失い、学侶が会合して寺務を決裁するような、
官僚主義的論理による支配へと転換していっ
たと結論付けている71。これまでみてきた通
り宝光院領では、住持と朱印地との間に介在
する寺役人が、一括して寺領の運営・管理を
行っている。小規模な宝光院領においても、
官僚主義的論理による支配がなされていたと
いえるのではないだろうか。
　宝光院における寺領の統治機構は、寺役人、
寺領支配人の設置という点で、同じ山形城下
の宝幢寺と類似している。宝光院においても、
住持が現住し一貫して法脈が継承されるよう
になると、宝幢寺と同様に寺役人家も身分が
固定化したことを確認できる。
　ただし、寺役人の成立は、住持の不在によ
る寺領経営の不安定化を防ぐために、門前俗
人に経営を任せたことに起因する。住持の血
縁・法脈と寺役人家とは、取り立てて密接で
あるとまではいえず、宝幢寺の曽根家のよう
な専断的傾向はみられない。宝光院の事例か
ら浮かび上がるのは、寺院領主が個々自立し
た統治機構を持ちながらも、法流を媒介に周
辺寺院と提携しつつ寺院経営を行う姿である。
　第３節　寺社領経営の展開
　宝光院領の表高は278石で、寛永13年
（1636）に山形へ入部した保科氏が定めた免
率３ツ９分３厘を乗ずると、宝光院の収納米
は109石２斗５升４合となる。村山地方では
保科氏による寛永検地（1638―39）、幕領の
寛文・延宝検地（1671―1675）以降、一円的
かつ総合的な検地は実施されなかった。以来
山形藩では慣習的に、保科氏の免率・３ツ９
分３厘が貢租の基礎になったとされる72。宝
光院領においても、寛文年間以降は名寄帳・水
帳によって耕作地と名請人の確認がなされ73、
田畑面積はほとんど変化していない74。
　天保３年（１８３２）に作成された宝209
号「田畑名寄帳」（表２「宝光院朱印地斗代・
田畑面積表」参照）では、寛永３年の「戌年
縄打御検見帳」から文政７年（1824）の宝248
号「御朱印田畑反別之水帳」までの検地帳・
水帳等をすべて照合し、記入の誤りを正して
いる。したがって、宝光院領でも江戸時代を
通じて斗代・物成率の操作はなかったと考え
られる。
　なお表２「宝光院朱印地斗代・田畑面積表」
は、「田畑名寄帳」に記載されている田畑の地
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積、斗代、取米を等級別に振り分けて表にし
たものである。この表から天保期の宝光院領
は、全耕作地の中で上田が大きな比率を占め、
中野・船町両村に多くの田畑を所持している
ことがわかる。さらに「田畑名寄帳」による
と、天保３年の取米は126石５斗２升６合１
勺あった。この取米の他に合計４石６斗６升
分の取米を、天保３年までに開発した耕作地
からの収入として書き上げている。
　この後、幕末維新期の宝光院領では、1864
年から1869年に至る６ヵ年平均の総年貢収
納高が、138石８斗４升３合６勺と大豆５斗
６合６勺６才に上った。幕末維新期には、表
高の収納米に比べて約30石増加していたこ
とになる75。
　保科氏の物成率をもとに逆算すると、明治
維新期の宝光院領の実高は350石余となる。
　第１節で指摘したように、そもそも朱印高
278石は、斗代取米法をもとに個々の田畑に
かかる斗代・取米から逆算した、土地の実態
に合わない石高であり、高率貢租であったと
考えられる。江戸後期から幕末維新期の宝光
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表２　天保３年（1832）宝光院朱印地斗代・取米・地積表（宝239号「田畑名寄帳」）　住持・恵田
村別総地積下々畑下畑中畑上畑下々田下田中田上田村名（宝光院領表高）
田畑合計　１町４反　　24歩
田方　　　　　３反１畝22歩
畑方　　　１町　　９畝２歩
6．6．24．2．203．1．22反　畝　歩記入例 0. 0. 0地積
七浦村
（10石） 0.30.40.75
石　斗　升
0. 0 0斗代
1.9921.7072.38石　斗　升　合　勺0. 0 0 0 0取米
田畑合計　　　７反６畝28歩
田方　　　　　６反８畝12歩
畑方　　　　　　　８畝16歩
0．8．166．6．０0．2．12地積
内表村
（15石） 0.350.951.05斗代
0.2996.270.252取米
田合計　　１町７反５畝２歩
10．5．24．0．16地積
椹沢村
（40石） 0.981.08斗代
13.1854.373取米
田畑合計　　　８反８畝４歩
田方　　　　　８反７畝３歩
畑方　　　　　　　１畝１歩
0．0．150．0．168．9．2地積
漆山村
（20石） 0.20.31斗代
0.010.0168.711取米
田合計　　　　５反７畝24歩
5．7．24地積上町裏・
稲荷塚村
（17石）
1.27斗代
7.341取米
田畑合計　　　９反６畝11歩
田方　　　　　９反４畝６歩
畑方　　　　　　　２畝５歩
0．2．52．3．127．0．24地積
長町村
（20石） 0.450.80.95斗代
0.0980.0388.677取米
田畑合計　　　５反１畝
5．1．0地積
鮨洗村
（12石） 1斗代
5.1取米
田畑合計　　　６反４畝18歩
1．3．18地積
陣場村
（３石） 0.93斗代
1.265取米
田畑合計　８町２反８畝22歩
田方　　　７町２反４畝16歩
畑方　　　１町　　４畝６歩
0．1．101．9．120．7．207．8．24７．６．５33．5．175．9．2424．4．23地積中野村・
船町村
（141石）
0.230.30.350.40.570.770.91斗代
0.030.5820.2683.034.339125.0625.38124.539取米
田畑総計　15町２反８畝13歩
田総合計　13町　　３畝13歩
畑総合計　２町２反５畝
0．1．108．5．291．8．1112．2．0７．６．５36．7．925．4．856．9．29総地積
表高合計
278石 0.230.3,0.20.45,0.350.4,0.30.570.77,0.750.98,0.95,0.91.08,1.05,1,0.93斗代全種
0.032.5740.6654.7534.339127.44224.87460.258取米合計
注記：中野村・船町村と表高の、田畑等級別に表示したそれぞれの地積・取米の集計は、史料の集計と一致しない部分があった。しかし全体的な数値の誤差は少ない
ためそのまま載せた。
院領では、以前からの高率貢租に加え、田畑
の地味の全体的な向上の結果、年貢収納高が
逓増したと思われる。
　これまで宝光院領の経営実態について、朱
印地支配の確立から寺社領管理者の変遷、維
新期までの寺社領経営を、中野村を中心に検
討してきた。次章では、朱印地から得られた
収益の配分、および宝光院の財政状況につい
て検討する。
第３章　宝光院財政の動向
　第１節　寺社領収益の配分
　本節では、宝光院領における収益の配当区
分について検討する。
　宝光院領の寺領配分について、最初に注目
されるのは、最上氏統治期の「最上家中分限
帳」にみえる、寺社領に関わる書き上げであ
る。この分限帳には「法光院六供共ニ」240
石とあり、宝光院領を宝光院直轄領と六供衆
の知行地とに区別していたことを窺わせる。
　さらに、元和８年に村山地方の寺社が幕府
へ提出した寺社領明細76によると、宝光院領
は270石（278石）、所在地は中野村93石７斗、
他に山形176石３斗としており、「山形山王社
領内百二十石六供配分」とある。
　寛永15年の宝295号「縄打」でも、宝光院
領を六供分の120石、仏供田の20石、台所分
（石高不明）の三つに分割して刈高を書き上げ
ている。ここで言う六供分とは文字通り六供
衆への配当をさし、仏供田は山王権現あるい
は本尊への灯明料であり、台所分とは宝光院
の直接的な収入をさすと思われる。
　なお、天英が書き上げた書状77では、「山王
大権現寺社領」のうち、学頭領142石９斗６升、
山王御供領21石、熊野領11石、六供領120石
とある。この書状においても、灯明料とみら
れる山王権現・熊野権現への配当領のほか、
六供領と宝光院自体（住持・天英）への配当
である学頭領とに三分割されている、とみて
よいだろう。
　すでに朱印地となった延宝３年（1675）の
宝296号「宝光院田畑反歩之帳」、宝399号
「宝光院御年貢米定納」でも、寺社領の配当は
仏供田・台所分・六供分の三つに区分されて
いる。「宝光院御年貢米定納」では年貢米の総
計335俵２斗５升５合４勺 （100石７斗余）
のうち、六供分が139俵１斗６升２合８勺（46
石４斗余）、仏供田が20俵１斗３升５合２勺
（６石７斗余）、台所分が175俵３斗７合４勺
（52石８斗余）となっている。
　これらの年貢米の免率を３ツ９分３厘とし、
各寺社領配分の草高を求めると、六供分は約
118石２斗、仏供田は約17石１斗、台所分は
約134石３斗となり、各寺社領配分は延宝年
間までほとんど変化していないことがわかる。
　以上のことを踏まえると、朱印状交付以前
の宝光院領は、宝光院直轄領と六供衆の知行
地とに区別し、所領全体を「山王権現寺社領」
とみなして安堵されたと考えたい。
　ところが、享保７年（1727）12月までに、
年貢米の配分は大きく改変されていた。
　
【史料８】宝286号「宝光院知行反納目録帳」
（傍線は筆者が加筆。）
（朱印地11ヶ所収納米省略）
　　右米大豆合而納方
　　三百八拾三 表 壱斗四枡ハ　　定納
（ママ）
　　　　　此表数之内定引方
一、米三拾表ハ　門前役人三人之給分米引
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一、同壱表六合ハ　　同役人足米ニ引
一、米壱表八枡三合五勺　山王門前道年貢ニ
　　引」
一、同五表ハ　　　　　　寅之検見引米
　　〆三拾七表八枡九合五勺ハ　定払米
残而三百四拾六表五枡五勺ハ　　有米也
　　　　　　　　内大豆八枡入
此内六拾九表七枡一勺ハ　　  五分一ニ引ル
残米弐百七拾六表弐斗八枡四勺ハ　二ツニ
割米」
　　　　　　　　　　内大豆一斗六枡入ル
一、百三拾八表一斗四枡弐勺ハ　昌泉院隠居
　　　　　　　　　　内大豆一斗六升入ル
一、百三拾八表一斗四枡弐勺ハ　宝光院蔵入
　　　右ハ米壱表ニ付納枡ニ而三斗入
　　　京枡ニ而ハ三斗六升ニ迫ル」
　　　　　　　　　　　　　　　　如法堂
　　 享保七年 寅 十二月　　　　　　護摩堂
　（一七二二）
　この目録における年貢米の配分では、延宝
年間までみられた六供分、仏供田、台所分の
区分がなくなっている。収納米383俵１斗４
升のうち、定払米とその残米の５分の１を除
いた残りの収納米276俵２斗８升４勺を、そ
れぞれ「宝光院蔵入」と「昌泉院隠居（住持
の恵山）」とに折半している。このとき宝光院
住持・恵山は、宝120号「宝光院代々」等か
ら宝光院を兼帯していることがわかり、実際
には江戸の根津昌泉院に居住していたと思わ
れる。したがって住持分の収入は、実質的に
根津昌泉院へ納入されたと考えられる。
　よってこのとき、宝光院の自由に運用でき
た実収入は、朱印地表高の収入109石２斗５
升４合より大幅に少ない138俵１斗４升２勺
（41石５斗余）であった。これが江戸中期に
おいて宝光院の財政が悪化した一因であると
思われる。付言すれば、他寺住職に兼帯され
ている宝光院は他寺住職の役料として位置づ
けられ、主体的な経営活動が制限された状態
にあったといえよう。
　また、37俵余りの定払米のうち30俵が神尾、
結城、原田の三氏をさす「門前役人三人之給
分米」とされている。収入配分の点において
六供・台所の区分は廃され、円了坊や六供衆
の寺務支配から、寺役人の寺務支配へと転換
していることがうかがえる。
　なお、納枡は３斗入りだが、京枡３斗６升
と注記をつけている。鳥居忠政による元和検
地の際に、京枡１斗２升に対し納枡は１斗と
され、次代の保科氏は廃止した78。しかし、
宝光院領では享保７年の目録をみる限り、１
斗２升入りの枡が継続して使われていたと思
われ、斗代とあわせて高率の年貢徴収がなさ
れていたとみられる。
　この享保期の目録帳以降文政期まで寺領全
体の収納米に関わる史料は乏しく、具体的な
分析が難しい。ただし、明治初年における収
納米の配分79は、全収納米138石８斗４升６勺
（大豆５斗６合６勺６才）のうち、米９石５斗
をそれぞれ「地中浄信院配当渡」、「同安住院
配当渡」とし、さらに米11石４斗が「家来給
渡」、米８斗９升７合を「田畑扱人給渡」とし
ている。
　さらにこれらを差し引いた残高107石５斗
４升６合６勺、大豆５斗６合６勺６才を「現
収納高」としている。わずかな配当を寺役人
など配下に与え、残りの大部分を宝光院の実
収入とする分配の構図は、享保７年の目録帳
と比較してもさほどかわらない。
　ただ、全収納米から諸人への給付を差し引
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いた残高は、「現収納高」とだけ記載されてい
ることに注意したい。この「現収納高」は、
特に住持分と宝光院蔵入とに分割されず、宝
光院全体の資金として柔軟に運用されたと考
えたい。おそらく住持が代々現住するように
なった優辨以降、それまで住持分だった収益
も、宝光院の経営費用に当てられるように
なったのではなかろうか。
　宝光院領は、近世初期において宝光院が別
当を勤める山王社のための寺社領として整備
された。当初、領地の収益配分は、山王権現
や本尊への仏供料、山王社に供奉する六供僧
の持ち分、台所すなわち別当宝光院（兼帯住
職の場合、住持個人へも上納）の収入に三分
割されていた。
　ところが、住持の現住化や寺役人による寺
務体制が確立すると、別当宝光院と寺役人に
対する配当へと改編されていく。寺社領収益
の配分だけでなく、境内指図における説明の
順序80からも、山王社よりも宝光院の存在自
体を優先する意識が看取される。領地から上
がる収益は、序々に山王社を主体とした配分
から、宝光院そのものを主体とした配分へ転
換していったと考えることができる。
　第２節　堂宇修築と借財
　17世紀中盤から18世紀半ばにかけて、宝光
院では他の住職による兼帯や災害が原因とな
り、地中の堂宇が相次いで損壊する。一方、飢
饉の影響で寺領の実収も減少し、宝光院は頼
母子や町人、本寺等からの借財で堂宇修復や
寺領運営を行うようになる。ここでは宝光院
における増借の背景や借財の調達方法、およ
びその返済などの経済状況について述べたい。
　宝光院における借財の増加については、優辨
から隆田の代まで簡潔にまとめられている81。
【史料９】宝476号「覚など」
　覚
宝光院借財
一、金三百八拾五両　隆田住職之節引受
右借財五代以前より増借之訳
一、金三拾五両　優辨代庫裏再建之残借
一、同百三拾両　智鷂代増借
一、同弐百五拾両　義俊代増借
一、同三百八拾五両　覚仙代増借
右、隆田引請得、文化六年迄三百七拾両減借
　史料９によれば、「優辨代庫裏再建」後から
徐々に借財が増加し、覚仙（在職1792―1796）
の代には累計385両にまで達した。増借の要
因の一つに、度重なる堂社の修復が挙げられ
る。近世期に宝光院が施工した境内の増改築、
修復を表にすると以下のようになる。
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表３　宝光院堂社増改築年表
備　　考増改築部分住持西暦年月日
宝256号「書状案（山
王社領之事）」境内再建天英1637寛永14年
宝光院本堂棟札客殿（本堂）慶海1688貞享５年（元禄元）
寛延４年寺社奉行所へ
修復申請（宝166号）
宝187号「宝篋印塔落
成供養并諸建営略筆
記」
庫裡、廊下
客殿（本堂）優辨1753
宝暦
３－８年
宝291号「新建護摩堂
并書院之図」
護摩堂（本堂
上段間）書院義俊1774安永３年
宝138号
「表門再建控帳」表門、正観音隆田1816
文化13年
９月
宝143号「文田代修理
造営新調之具書留」不明文田1838天保９年
　宝214号「宝篋印塔落成供養并諸建営略筆
記」によると、優辨着任時の宝光院は「當院ハ
従二前年一兼帯或ヒハ偶々有二レトモ現住一年久ク不レ
加二修理一ヲ」という状態で、庫裏は居住でき
ないほど損壊し、什器等も減少・破損が著し
いとしている。そのため、優辨は境内の施設
を在任中に再建・修築し、寛保３年（1743）
から宝暦８年（1758）の間に、子坊の浄信院、
中門、庫裏、仏殿等を修築・造営し、什器も
新調した。相次ぐ堂宇修築の費用は、宝光院
領からの収益のみでは不十分であったと思わ
れる。
　優辨の２代後、義俊の覚書82からは、宝光
院の借入状況や資金の捻出方法を知ることが
できる（表４「義俊借財表」参照）。この覚書
によると、義俊が入院した安永３年（1774）
当時、先住智鷂（在職1761―1774）から引き
継いだ借金は140両に達した。この借金のう
ち80両は頼母子の掛金で、義俊は毎年10両ず
つ８ヵ年計画で返済している。
　義俊は智鷂期の借金をほぼ返済したものの、
新たに「亥」年の大風被害による修繕費50両
と、頼母子講から30両を借り入れている。
　しかし新規の借入だけでは寺院運営に支障
をきたすため、寛永寺子院の福聚院・円殊院
に対し義俊が資金援助を求めた83。このとき
宝光院の収納米は不作のため減少し、寺務費
用に当てられる費用は50両ほどであった。米
価も下落していたらしく、義俊代の寺院経営
は厳しいものとなった。
　次の住持覚仙が、隆田を後住に指名した願
書に、優辨から覚仙までの経済状況が綴られ
ている84。覚仙の住持就任以前から山王社と
客殿の修復に費用がかかり、覚仙が住持と
なってから５ヵ年（1792― 1796）の間に、
85両の修復費用をかけている。覚仙は増借の
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表４　義俊借財表（宝465号「覚」をもとに作成）
義俊返済予定丑
ま
で
の
残
　
　
借
義俊（住持在任１774-1792）借入・返済年
借財名目
（元金計250両） 1792179117901789178817871786178517841783178217811780177917781777177617751774
戌酉申　未午巳辰卯寅丑子亥戌酉申未午巳辰
10両10両10両10両10両10両10両10両10両頼母子掛金80両
先
住
・
智
鷂
代
借
財
元金
返済
利金
６両
元金20両
（利率20両／１分
利金６両）
元金
返済４両２分
元金15両
（利率20両／１分
利金４両２分）
５両5両
元金10両
（利率20両／１分
利金３両）
９両６両６両11両１分
元金15両
（利率20両／１分、
利金〈午～戌〉11
両１分
年賦〈亥・子〉６両）
４両４両４両４両（16両）４両４両４両４両４両４両取立頼母子掛金30両（初回）（利金10両）
借用金10両
都
合
　
両
余
50
借用金10両
借用金10両
借用金15両（出府用）
金６両（買掛）
借用金20両（茅代）修
復
分
　
両
50 借用金20両（屋根・縄竹・諸色）
理由として、米価が安いため、朱印高278石
に対し60両ほどの収入に止まったことを挙
げる。さらに、智鷂代からの借金140両と、
先住義俊代の凶作続きによる増借95両で、借
金は都合235両に増加した。そして覚仙代も
修復費用がかさみ、借財は280両余りに達し
た。義俊および覚仙代の宝光院は、安い米価
と不作で収益が減少する一方、堂宇の修築費
用がかさんで借り入れを行い、さらに借財返
済のために新たな借財を強いられ、経済的に
困窮していった。
　先住の借財は基本的に後住が継承し、返済
金も寺領の収納から捻出していることから、
宝光院の借財金は住持の個人的財産というよ
り、寺自身や檀徒の共有財産である「寺付」
とみなすことができる85。
　累積した借財は覚仙（在職1792―1798）の
代までに385両に上ったものの、隆田代には
ほぼ皆済された。これまでみてきたように、
朱印地の年貢米は確実な収入であるが、多額
の借金を返済できるほど十分なものとは言い
がたい。借財返済の資金として、朱印地経営
とは異なる収入源が想定される。
　第一に想定されるのは、歴代の住持が加入
した頼母子講である。宝光院がどのような頼
母子講に加入していたのか、加入者の身分構
成や頼母子のシステムが窺える史料を挙げて
おこう。
【史料10】宝479号「頼母子連中構成書」
　　頼母子御連中左之通
　　但シ連中いろは組ニ代四組
　　五人組連名
　　　　　　　　宝光院様
　　　　　　　　八日町和光院様
　い印之組　　　草刈八右衛門様
　　　　　　　　元八日町西村東玄様
　　　　　　　　八日町沼沢屋市郎兵衛様
　　　　　　　　八日町山川屋善蔵様
（以下、「ろ印之組」など四組省略）
　　右之通四組ニ相立申候事
　　但シ向弐拾壱人御出金之義ハ
　　御壱人前弐歩宛都合
　　金高拾両弐歩引跡弐朱
　　利足金弐分弐朱宛大末迄
　　出金也右之通ニ御座候以上
　　　 天保三 壬辰年四月初メ
（１８３２）
　　　十月壱年毎度宛
　これは宝光院が加入した天保３年（1832）
の頼母子講の覚書である。加入者のうち、寺
院は宝光院、光禅寺、和光院の三カ寺で、そ
の他20名は山形城下の町人である。山形城下
の中でも八日町、十日町など、城下南部の商
人が多い。住持・文田が天保９年に境内の修
築・造営等を行っているので86、宝光院は修
築費用等の調達を企図してこの頼母子講に加
入したと思われる。
　寺社を講元とする頼母子講については、加
藤慶一郎氏の論考に詳しい87。加藤氏は、社
寺頼母子講に加入する名望家的商人は投資収
益をあまり考慮しておらず、講元に寄付金を
提供する立場にあったと指摘する。名望家的
商人は、信仰心から檀那として慈善的に社寺
講へ加入し、正味現在価値の観点からみると
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講中に対し借り手であったという。
　宝光院においても、山形城下の有力商人に
頼母子講加入を要請し、財政の補填を図ってい
たと考えたい。社寺頼母子講の山形城下町商
人の金融活動は現在ほぼ等閑視されており88、
彼らの信仰生活を踏まえた城下の金融構造を
知る上でも、宝光院における頼母子講の史料
は貴重である。
　頼母子講につづいて想定されるのは、祈祷
活動による収入である。江戸後期から宝光院
では、本堂の一角に「聖天堂」を設けて歓喜
天を祀り、現世利益の効験を得る聖天供を
行っていたという89。宝光院における聖天供
は、宝幢寺で亮弁（住持在職：1661―1698）
代の貞享元年に「法（宝）光院　天台」から
本尊の寄付を受けて聖天供を行ったとの記述
があり90、既に貞享期以前から宝光院におい
て聖天供が営まれていたことがわかる。
　聖天供を行う聖天堂は、安永３年（1774）
に義俊が本堂内に設置し91、寛政３年（1791）
の境内指図92でも認められる。慶海転住以来、
住持の不在によって停滞していた聖天供執行
が、以後活性化したと考えられよう。この聖
天供の開催回数、規模、檀那については史料
が少なく、今その具体像を提示できない。こ
こでは宝光院の聖天供を、住持が定住化した
後の主な祈祷活動であり、収入源として紹介
するにとどめておく。
　この他には期間が短いものの、恵田の代に
年賦形式の利殖活動を行っている93。第１章
でみたように、住持の現住化によって主体的
な経営活動と宗教行為が可能になった宝光院
にとって、寺院運営を朱印地からの収納のみ
に頼ることは困難になっていった。寺領の収
益を元手に、山形城下の金融市場を積極的に
利用することで、宝光院はその拡大する寺院
運営を補っていったのである。
 お わ り に
　本研究は、近世の形照寺宝光院について、
宝光院文書を基にその経営実態、および寺院
運営を解明することを目標とした。最後に、
各章で得られた成果をふまえて本研究の総括
を行い、今後の課題と展望を示したい。
　まず第１章では、不明であった歴代住持の
順序を示し、さらに宝光院の本末関係、およ
び法類寺院との活動を明らかにした。歴代住
持を論ずるにあたり、特に住持の法脈や住職
兼帯の有無を重視した。その結果、天英から
恵道までの住持は宝光院に居住することが少
なく、一転して優辨以降の住持は宝光院に現
住し、地域社会とより緊密な関係を結んでい
たことが判明した。
　加えて、義俊以降の住持たちが“賢空法脈”
を主張し寛永寺との繋がりを重視していたこ
とも重要である。宝光院は地方寺院であるが
ゆえに、本山寛永寺との繋がりを重視し、千
妙寺との本末問題においても、直末寺として
存在することを優先した。宝光院の事例を踏
まえつつ、他の寺社研究においても、中央寺
院と地方寺院をつなぐ法脈に注意し、それを
主張する意識を読み取っていくことが課題の
一つとなろう。
　次に第２章では、宝光院の寺社領支配に焦
点を据え、その全容の解明を試みた。宝光院
領は、江戸初期に山形へ入部した諸大名の検
地によって整備され、山形藩領に準拠した貢
租体系が維持された。宝光院の支配体制を整
理すると、院内部では享保期を境に寺領・寺
務差配の管掌者が役僧から寺役人へと変容し、
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寺役人家の世襲化が確立した。それと期を一
にして、散在する寺領には村ごとに寺領支配
人が置かれ、年貢納入の体制も定まった。さ
らに、宝光院領の朱印高は土地の現状に即し
たものではなく、その収納は年代によってか
なり変動していることを指摘できた。
　松本氏の言うように、武家の編成原理に基
づいた寺院・門前の秩序構築は、確かにその
寺院内での身分的安定をもたらした。ただし
寺院領の統治を維持するためには、時に周辺
寺院や本寺との経営的提携、支援が不可欠
だった。
　第３章では、寺社領から得た収納米の配分、
および支出、借財の推移について分析した。
宝光院の知行・収益配分は、立石寺や慈恩寺
のような大寺とは様相が異なり、住持の人事
や法脈関係がダイレクトに反映されている収
益配分であった。寺社領の収益配分と住持の
法脈・人事とが、宝光院のような地方朱印寺
社において密接に関連していたと言える。
　朱印状を発給された寺院は、必ずしも経営
状況が安定していたわけではない。宝光院の
事例をみれば、入院した住持の立場や寺務へ
の関与の有無、さらに寺領の取米配当によっ
ても、寺院の経営は大きく左右されているこ
とがわかる。
　宝光院は朱印地の収益を基盤に、城下町商
人を巻き込んだ頼母子講、および利殖活動を
展開することでその経営を維持していた。山
形城下において、他の寺院も宝光院と同様な
経営を行っていたと思われるが、城下町商人
の金融活動と合わせて検討していくことが今
後必要である。
　本稿で提示した、法脈や本末関係に着目し
て寺社経営を分析する視角は、当地域の寺社
領経営を再検討していく上で有効であると考
える。寺領研究・寺院運営の研究においては、
住持または役僧の法脈・法類関係に注意し、
その寺院全体の動向を把握すべきである。
　本研究は宝光院の近世史を初めて論じた研
究である。宝光院の本末関係、法脈について
言及した一方で、住持の将軍法会への参加や
江戸参府など94、幕府関連の活動について捨
象せざるを得なかった。宝光院における寺院
領主としての側面だけでなく、祈願寺院とし
ての様態をさらに追及していくことも課題で
ある95。
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（貞享元年）から宝（法）光院の本尊を寄付さ
れて、浴油行事を継続した。宝幢寺はほかに
「上野山廣福寺」「新山寺」からの本尊も用いて
聖天供を行っている。
91 宝329号「新建護摩堂并書院之図」。
92 宝82号「宝光院境内絵図」。
93 宝564号「年掛金 利足覚帳」、文化14年（1817）
７月。
94 宝867号「御朱印御改ニ付参府中控」、嘉永７
年（1854）など。
95 宝光院における祈祷活動の事例として、徳川家
康年忌法会への参向などが挙げられる。同寺の
祈祷活動に関して別稿を準備している。
付記
　本稿は、拙稿「宝光院の寺院経営」（山形大
学人文学部人間文化学科思想歴史論日本史
コース、平成19年度卒業論文）に大きく修正
を加えたものです。
　卒業論文執筆時に、指導教員である山形大
学人文学部教授・板垣哲夫先生より論文の添
削指導を受けました。また、宝光院文書の調
査にあたった同学部教授・松尾剛次先生から
も、宝光院文書の閲覧許可や論文指導など、
多大な学恩を賜りました。さらに目録作成に
参加した学生諸君より、示唆に富む助言を受
けました。
　なお、宝光院御住職の工藤秀和氏をはじめ、
関係者の皆様から調査訪問および史料の閲覧
に協力して頂きました。末筆ながら、ご協力
頂いた皆様へ心より感謝を申し上げます。
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